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■開設年度

2012

■開講部局

共通教育

■開設年度

2012

■開講部局

共通教育

■科目名

循環と共生の科学技術社会

■英語科目名

Circulation and Co-existence Science-Technology Society

■前後期

前期

■開講区分

毎週

■科目形態

講義

■前後期

前期

■開講区分

毎週

■科目形態

講義

■単位数

2

■大分類（科目）

教養科目

■中分類（分野）

分野1

■単位数

2

■大分類（科目）

教養科目

■中分類（分野）

分野1

■受講学部学科

全学部学科

■担当教員

野崎勉

■担当教員所属

名誉教授

■担当教員

野崎勉

■担当教員所属

名誉教授

■連絡先（TEL）

090-9657-7068

■連絡先（MAIL）

nozaki_counselor@yahoo.co.jp

■連絡先（TEL）

090-9657-7068

■連絡先（MAIL）

nozaki_counselor@yahoo.co.jp

■オフィスアワー（授業時間外の対応）

【メール】随時

■共同担当教員

■キーワード1

社会的貢献意識

■キーワード2

コミュニケーション能力と相互理解

■キーワード1

社会的貢献意識

■キーワード2

コミュニケーション能力と相互理解

■授業概要（目的・内容・方法）

産業革命以降、おびただしい化石燃料の多用と科学技術の発展とともに、地球温暖化をはじめとする地球環境問

題が顕在化している。過去の蓄積としての化石燃料に依存しない持続可能な資源循環型社会を目指し、７０億人

もの世界人口と自然との共生には、国家や民族を越えた共生が不可欠である。そこのはさらにステップアップし

た技術と、新しい価値観や倫理観、そして、科学技術の適用者と利用者とのコミュニケーションが不可欠であり

、高度化・複雑化した科学技術の専門家とエンドユーザーとの知識のかい離をいかにして少なくしていくかにつ

いて考える。

■学習目標

文系・理系の学生を問わず、従前の技術開発のあり方を検証し、循環と共生を基軸とした持続可能な社会構築の

ための新たな科学技術のあり方について理解を深める。

■授業計画（１５回に分け、回数、授業内容、自学自習等）

　１．ガイダンス（講義概要など）

　２．これまでの技術（技術文化論）

　３．これまでの技術（技術史概論）

　４．これまでの技術（資源とエネルギー）

　５．地球環境問題（地球環境問題概説）

　６．地球環境問題（人口問題、地球温暖化、砂漠化、環境ホルモンなど）

　７．これからの技術（省資源と省エネルギーの技術）

　８．これからの技術（ゼロエミッションと再生可能エネルギー）

　９．これからの技術（循環と共生の科学技術）

１０．これからの技術（自然の摂理に学ぶ技術）

１１．科学技術と社会（科学技術コミュニケーション）

１２．科学技術と社会（技術者倫理と環境倫理）

１３．科学技術と社会（環境ビジネス）

１４．科学技術と社会（暮らしの中の科学技術）

１５．科学技術と社会（私たちにできる環境活動）

■受講要件 ■成績の評価基準

出席４０％、中間課題提出物６０％により総合的に評

価する。

■受講要件 ■成績の評価基準

出席４０％、中間課題提出物６０％により総合的に評

価する。

■教科書

野﨑勉「循環と共生の科学技術社会」鹿児島学術文化



出版　２００９年
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■参考書

野﨑勉「循環型共生社会をめざして、今、私たちにで

きること」鹿児島学術文化出版　２００８年

■教科書

野﨑勉「循環と共生の科学技術社会」鹿児島学術文化
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■参考書

野﨑勉「循環型共生社会をめざして、今、私たちにで
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■その他

特になし


